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 １－１ キャリアの定義 
 










（ii 頁）と述べている。図 1 の鳥瞰図は、それらを示したものである。 
 
図-１キャリア発達論鳥瞰図 出所：渡辺三枝子『新版キャリアの心理学』2015,17 頁 






































































1971 年、アメリカ第 19 代連邦教育長官シドニー・P・マーランド（Sydney 
P.Marland,Jr.）によって教育改革の重点施策としてキャリア・エデュケーション


















            
図-2 アメリカのキャリア教育 出所：加藤敏明（2007）「キャリア教育の現場か









































図-3 日本におけるキャリア教育 出所：「キャリア教育の現場から : 日本型コ
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（15 歳から 24 歳）の現状を見ると、失業者数は 1992 年に 40 万人から 2002 年には 69
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万人に、失業率は 1992 年 4.5％から 2002 年 9.9％へと増加している。フリーターの増
加は、1992 年 101 万人から 2002 年 193 万人であり、無業者比率は、大卒無業者比率
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ていない」などの答えがあり、キャリア教育に対する不安や困惑の様子が見えてくる。 

























































































探りの状態で仕事を分担し進路支援を行った。2 年目は、市外の 3 年生の在校数が 80































































２－４ 短期大学におけるキャリア支援  
 








50 年の歴史を刻み 16000 名を超える卒業生を送り出してきた。在学生の 90％を女子学
生が占め、そのほとんどが県内在住者であり、留学生と県外出身者を合わせても 10％
に満たない典型的な「地元の短期大学」である。 







































故、辞めたいのか（辞めたのか）② 体調はどうか ③ 転職の希望はあるか ④ 同じ



















































































































































































 ３－１ 休学・中途退学の状況と家庭内キャリア教育 
 











表-2 中退しようと思った理由（労働政策研究・研修機構 2015「大学等中退者の就労と 
意識に関する研究」を引用し筆者が作成） 
中退しようと思った理由（複数回答） 専門学校 短大・高専 大学 大学院 合計 
勉強に興味・関心が持てなかったから 43.1 55.7 51.8 26.5 49.5 
遅刻や欠席が多かったから 10.4 24.7 22.4  4.1 20.1 
単位が不足したから 21.5 19.9 49.0 10.2 41.7 
教員とうまく関われなかったから 23.6 16.5 12.0 40.8 15.3 
友達とうまく関われなかったから 22.9 25.8 19.5 16.3 20.3 
自分の生活リズムが学校と合わなかったから 11.8 12.4 11.4  8.2 11.3 
通学するのが大変だったから  9.0 11.3 12.2  4.1 11.2 
仕事をしたいと思ったから 16.7 21.6 21.0 20.4 20.4 
ほかにやりたいことがあったから 20.8 17.5 18.6 14.3 18.5 
病気やケガがあったから 11.8 12.4 11.4 20.4 12.1 
経済的に苦しかったから 18.8 17.5 29.6 30.6 27.3 
しばらく休みたかったから  6.9  9.3  6.8  6.1  7.0 
妊娠・出産をしたから  0.7  1.0  2.1  0.0  1.7 
特に何もなかった  0.7  0.0  0.3  0.0  0.3 
その他 13.2 17.5 14.1 24.5 14.7 
合計 144    97  753   49 1046  








学 51・8％短大・高専 55.7％専門学校 43.1％となっている。順に見ていくと、②遅刻欠
席が多かったから、は大学 22.4％短大・高専 24.7％専門学校 10.4％、③単位が不足し
たから、大学 49.0％短大・高専 29.9％専門学校 21.5％、④教員とうまく関われなかっ
たから、大学 12.0％短大・高専 16.5％専門学校 23.6％、⑤友達とうまく関われなかっ
たから、大学 19.5％短大・高専 25.8％専門学校 22.9％、⑥自分の生活のリズムが学校
と合わなかったから、大学 11.4％短大・高専 12.4％専門学校 11.8％、⑦通学するのが
大変だったから、大学 12.2％短大・高専 11.3％専門学校 9.0％、⑧仕事をしたいと思っ
たから、大学 21.0％短大・高専 21.6％専門学校 16.7％、⑨ほかにやりたいことがあっ
たから、大学 18.6％短大・高専 17.5％専門学校 20.8％、⑩病気やケガがあったから、
大学 11.4％短大・高専 12.4％専門学校 11.8％、⑪経済的に苦しかったから、大学 29.6％
短大・高専 17.5％専門学校 18.8％、⑫しばらく休みたかったから、大学 6.8％短大・高 
専 9.3％専門学校 6.9％、⑬妊娠・出産をしたから、大学 11.4％短大。1％短大・高専
1.0％専門学校 0.7％、⑭特に何もなかった大学 0.3％短大・高専 0.0％専門学校 0.7％、
図‐4 中退したいと思った理由（労働政策研究・研修機構 2015「大学等中退者の就
労と意識に関する研究」を引用し筆者が作成） 
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⑮その他、大学 14.1％短大・高専 17.5％専門学校 13.2％となっている。 
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専門学校 ５１．７ １５．５ １７．２  ５．２ １０．３  ０．０ 
短大・高専 ５７．９  ５．３ １５．８ １０．５  ５．３  ５．３ 
大学 ５０．１  ９．１ １３．７  ７．９ １６．８  ２．３ 
大学院 ２２．９ ２２．９ １４．３ １７．１ ２２．９  ０．０ 
合計 ４８．６ １０．４ １４．１  ８．４ １６．６  ２．０ 
女
性 
専門学校 ４１．１ ２１．９ １１．０  ８．２  １．４  １．４ 
短大・高専 ３７．７ １３．０ １４．５ １７．４  １．４  １．４ 
大学 ２６．９ １１．９ １８．３ ２４．７  ０．９  ０．９ 
大学院 ４５．５  ９．１ １８．２  ０．０  ９．１  ９．１ 




専門学校 ４５．８ １９．１ １３．７ １１．５  ９．２  ０．８ 
短大・高専 ４２．０ １１．４ １４．８ １４．８ １４．８  ２．３ 
大学 ４２．９ １０．０ １５．１ １０．９ １９．３  １．９ 
大学院 ２８．３ １９．６ １５．２ １７．４ １７．４  ２．２ 


















































トナーズが共同で行っている調査で、2003 年から始まり、その後第 2 回の結果が 2006


































































































直近の調査結果として 2015 年 9 月に行われた第 7 回「高校生と保護者の進路に関す
る意識調査」が 2016年に発表されている。「親子コミュニケーションの実態」では、高
校生と保護者が進路について話すかについての質問に、高校生「よく話をする」と「時々











日本で、「キャリア教育」という言葉が飛び交うきっかけとなった 1999 年 12 月から
17 年を経て、時代は大きく変化しキャリア教育も新しい時代を迎えている。少子高齢
化やグローバル化、情報化が急速に進展している昨今において、その時代に合った家庭
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図-7 平成 26年度新規学卒者の学歴別就職後 3年以内の離職率の推移 
（厚生労働省 2017 職業安定局 ） 
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1987年から 2015年 3月の卒業者の推移を見ても、この傾向は多少の差はあっても大
きく改善されること無く続いていることがわかる。2015 年 3 月に卒業して就職した新
















（厚生労働省 2017 職業安定局）を引用し筆者が作成 



















































































































































































































うか」と述べられている（本田,2014 ,221-222 頁）。 
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